
  おかげさまで、無事に終えることができました。 

準備段階から当日の運営まで、ご協力いただいた

会員の皆さまに心より感謝申し上げます。 

中学生の皆さんは、大変真剣な眼差しで話を聞

いてくださいました。薬物の問題は、決して遠い

世界の話ではありません。インターネットやＳＮ

Ｓの普及により、若い世代がさまざまな情報に触

れる時代だからこそ、正しい知識と判断力を持つ

ことの大切さを、私たち大人が伝えていく責任が

あります。今回の講演が、その一助となっていれ

ば幸いです。そして、今年度２回目の薬物乱用防

止講演会を、５月２６日に新座市立第二中学校で

開催する予定です。単発の事業ではなく、継続し

て取り組むことにこそ意義があります。ぜひ引き

続き、皆さまのお力をお貸しください。 

さて、次回例会３月１２日は、ガバナー公式訪

問です。相原ガバナーをお迎えいたします。 

ガバナー公式訪問は、単なる行事ではなく、私

たちのクラブの現在地を確認し、これからの方向

性を考える大切な機会となります。 

今年度も折り返しを過ぎましたが、私たちが掲

げた目標にどこまで近づいているのか、そして残

りの期間で何ができるのかを、あらためて皆さん

と共有できればと思っております。当日はぜひ多

くの会員のご出席をお願いいたします。 

さて、本日の卓話は、ココプラント株式会社代表

取締役の西村勝彦様にお越し頂いております。 

司   会  親睦活動委員会 田嶋 囲式     

点   鐘  会長       森   克巳 

ソ ン グ 「君が代」「奉仕の理想」 

唱   和 「四つのテスト」 

ゲ ス ト  西村 勝彦様 ココプラント（株） 

          山村 善光様（志木RC）入会推薦人 

     浅野 善光様（入会予定者） 

ビジター 山田 一郎様（新座こぶしRC 会長） 

     戸髙 健司様（新座こぶしRC  幹事） 

     加藤 涼聖様（新座こぶしRC直前会長） 

     龍山 みち様（会員令夫人） 

 

皆さん、こんにちは。本日もご出席いただき、誠

にありがとうございます。 

まずは、２月１３日に新座市立第六中学校で開催

いたしました薬物乱用防止講演会についてご報告

いたします。 
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幹事報告 パスト幹事 小泉 哲也  

 

今月のテーマに因んだお話をしていただきます。 

専門的なお立場からのお話は、私たちの視野を広

げ、新たな気づきを与えてくださるものと思いま

す。後ほどの卓話を楽しみにしたいと思います。 

 今月は「水と衛生月間」となっております。水

は私たちの生活に欠かせないものです。朝起きて

顔を洗い、蛇口をひねれば安全な水が出てくる―

―これは世界的に見れば決して当たり前ではあり

ません。安全な飲み水や適切な衛生環境が整って

いない地域では、今なお多くの方々が健康被害に

苦しんでいます。水と衛生の問題は、健康、教

育、貧困、さらには平和にもつながる重要なテー

マです。ロータリーが世界的に力を入れている分

野の一つでもあります。今月は、私たちの日常の

「当たり前」に感謝するとともに、世界の課題に

思いを馳せる機会にしたいと思います。 

最後に、私事で恐縮ですが、長年一緒に暮らし

てきた猫が先日亡くなりました。うちには、猫が

３匹いたのですが、そのうち長老の猫（享年１２

歳）が２月２７日に天に召されてしまいました。 

家に帰れば当たり前のようにそこにいて、静か

に寄り添ってくれる存在でした。小さな命でした

が、私にとっては大きな存在でした。改めて、命

には限りがあること、そして共に過ごす時間がい

かに尊いものであるかを感じています。 

ロータリーの活動も同じかもしれません。一つ

一つの例会、一つ一つの事業、一人一人との出会

いは、決して当たり前ではなく、かけがえのない

時間です。 

今年度も残りわずかですが、今この瞬間を大切

にしながら、皆さまと共に充実した活動を重ねて

いきたいと思っております。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。  

会員誕生月：髙橋遼太会員 

伴侶誕生月：松岡・石原・出浦・神谷稔・鈴木 各会員 

結婚記念月：増渕和夫会員 

髙橋遼太会員 お誕生月おめでとうございます 

今月のお祝い 

 

１、３月のロータリーレート １ドル＝１５６円 

１、地区事務所より４件受信 

１）台北国際大会ガバナーズナイト再度ご案内  

   地区大会期間：６月１２日～１６日 

ガバナーズナイト：６月１４日（日） 

場所：美福大飯店 会費：＠２５，０００ 

 ２）公共イメージ委員会合同セミナー開催 

日 時：４月５日（日）点鐘：１５時３０分   

場 所：川越西文化会館（メルト）       

   対象者：会長・会員増強委員長・公共イ 

      メージ委員長 

３）「覚書（MOU）取り交わしのお願い」及び 

 「クラブの参加資格認定：覚書（ＭＯＵ）」 

４）バギオだより第１１３号 

１、３月１３日（金）朝６時台のＮＨＫ「おはよ 

    う日本」の番組内にて、 

 「ロータリー希望の風奨学金プロジェクト」  

   の紹介がございます。是非ご覧ください。 

１、新座市国際交流協会第６回理事会開催の案内   

  日時：３月２５日（水）１８時～   

  場所：市役所本庁舎３階 ３０1・３０２会議室       

１、新座市国際交流協会第２回総務委員会開催 

  日時：３月１３日（金）１３時～   

  場所： 市役所本庁舎３階 ３０４会議室       

１、新座こぶしＲＣより移籍希望者名簿拝受 

１、イーシティ（株）住所及び連絡先変更の案内 

２０２６年３月２日より 

・所在地 〒352-0001 新座市東北2-33-10 

・電話 048-486-6061 ・ＦＡＸ 048-486-6059 

１、例会案内(志木・朝霞・富士見）各RCより拝受 



 

 「水と衛生月間」に因んで  西村 勝彦 

地球規模の「水」の環境衛生と未来              

 村山 昭康様（志木） 志木クラブの村山です。

本日は入会予定者の浅野善光様と同伴しました。 

山田一郎様・戸髙健司様加藤涼聖様（新座こぶし） 

本日は宜しくお願い致します。 

森  克巳会員 西村勝彦様、本日の卓話楽しみ

にしております。志木クラブの村山様、入会予定

の浅野様、山田様、戸髙様、加藤様。龍山会員の

奥様、龍山みち様ようこそお越し下さいました。 

小泉 哲也会員 先日の薬物乱用防止講演会、多

くの皆様の参加を頂き成功裡に終了することが出

来ました。心より感謝申し上げます。 

岡本比呂志会員 西村様、卓話宜しくお願い致し

ます。３月１２日、東京校の卒業式です。 

日本は海洋に囲まれた島国として山河の多い山紫

水明の国として、清浄な水が豊富に得られる国で

もありましたが、湯水の如くというように「水」

はいつでも側にある空気のような存在であった昔

と違い現在は河川水や地下水を上水道用水にし、

生活の源としています。都市の普及率は100％

と、水供給施設はなくてはならないものになって

います。同様に下水処理施設も暮らしの重要なひ

とつですが、設置後５０年をさかいに事故が起き

はじめており、大変な範囲での日常生活全般に渡

りいまだ解決されてない状況です。今後飲む

「水」、命の「水」の上水施設も経年劣化が心配

な時期になっています。行政府の綿密な日頃の調

査管理で1日たりとも「水」を止めるわけにはい

きません！「水」は命ですから！昔は“水に流

す”とうい言葉通り、洗濯も汚物も川に流せば、

自然の浄化作用でもとの清浄な水に返すことがで

きました。 

今は、下水道をはじめ、工場、事務所、病院、ビ

ル等の厨房除害、中水処理、中和処理等、高度処 

委員会報告 

 

第１４回「薬物乱用防止講演会」ご協力のお礼 

講演会に多数ご参加頂きありがとうございました 

 青少年奉仕委員会   委員長 小泉 哲也 

 

ご挨拶    山村 昭康様（志木） 

スマイル報告 親睦委員 土屋俊弘会員 

 

森田 輝雄会員 浅野さん、ようこそいらっしゃ

いました。よろしくお願いします。 

神谷 浩一会員 お元気そうで何よりです。宜し

くお願いします。 

龍山 利道会員 西村様、卓話宜しくお願いします 

岡野 元昭会員・宮川 勝平会員・増渕 和夫会員 

並木  傑 会員・石原 勇介会員・髙橋 遼太会員 

村上 俊之会員・土屋 俊弘会員・田嶋 囲式会員 

『西村様、村山様、浅野様、山田様、戸髙様、加

藤様、龍山みち様ようこそお越し下さいました。

西村様の卓話楽しみにしております』 

 

ＭＰＨＦの岡野元昭会員 

表彰 Ｒ財団寄付 

PHFの小泉哲也会員 

山村昭康様が浅野善光様をご紹介して下さいました 

Ｒ財団寄付にご協力頂いておりますが、もう少し

で補助金が満額頂けます。宜しくお願い致します 

Ｒ財団委員会     委員長 村上 俊之  



国際ロータリー第２５７０地区 新座ロータリークラブ 
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３月のプログラム 

１２日（木） 通常例会 「相原ガバナー公式訪問」 

１９日（木） 例会取消  

２６日（木） 通常例会 「会員卓話」 

         ・髙橋遼太会員 ・髙沢幹久会員 

新座ロータリークラブ事務局  

〒352-0001 新座市東北2-25-11-406 

   電 話   ０４８ (４７３)７０４１ 

   ＦＡＸ   ０４８ (４７３)９２２１ 

 Ｅメール niiza.rc@dance.ocn.ne.jp 

 理技術で河川、下水処理場に負荷を軽くする為の

水文化を守っております。それには日頃の保守、

維持管理が重要になります。ＡＩを取り入れ、尚

ヒューマンパワーが必要となります。 

地表の７０％程は「水」に被われています。 

雨の多い地球が地球温暖化という異常気象の為、

砂漠化され地域に依り人命をも脅かしており、人

的災害だけは世界的な規模で必要な行動を急がな

ければなりません。 

動植物をはじめすべての生物に影響を与え、生態

系も大きく変わりつつあります。 

食料としての動食物にも大変な異変がおきはじめ

ており、我々はそれを直視しなければ子孫に重大

な影響を与えます。温暖化に依る海 

水温の変化で魚類の住処がかわり漁業にも変化を

与えだしています。玉ねぎ、キャベツ等の野菜類

も同様で農家が痛手を被り、我々の食卓にも影響

を与えはじめています。 

地球的な視野に立って、水資源をはじめ、水の有

効利用について真剣に考え、行動をおこさないと

取り返しの出来ない状況と考えます。 

水道水が何の害もなく、いつでもどんな時でもす

きなように飲めるなら、それにこした事はありま

せん。しかしその「水」が何かに汚染されていた

り、汚れていたり、その水道水が直接飲む事が出

来ても安心で安全であっても過去災害時、水とト

イレットペーパー等で大変なパニック状態でし

た。スーパーやショッピングセンターでの棚は

空っぽでした。それは備えという感覚が日本人に

なかったという事でしょう。その体験で現在は賢

い生活をしていますが、段々とそれらのサイクル

からふみはずみだしている様子を感じます。 

“災害は忘れた頃”にと昔より言い伝わっていま

すが、南海トラフをはじめ、千島、日本海溝地震

等の最大級と言われている状況をもっとしっかり

とらえ、備えなればなりません。もういつ？それ

があるか余談を許されません。 

３０年以内に大地震がいつおきてもおかしくない 

 

と各、専門の研究機関がメッセージしている事も

記憶に新しい。 

又、災害時には「水」や「電気」交通機関がまず 

止まる事を考え、それに対してのそなえや把握さ

れてない状況では復旧する迄に1週間以上、ある

いはもっとかかるかも知れません。その為にも必

要な備えをしなければ自分も家族もあらゆる人達

を守れません。「水」に関しては貯水槽（受水

槽・高置水槽）等のある大・中規模住宅（団地・

マンション等）及、多目的施設は水道の直結方式

や、増圧給水方式を今一度考え、貯水槽の有効利

用をして、「水瓶」を確保してほしいと考えま

す。厚生労働大臣の認定を受けた従事者研修者に

依る定期的な水槽清掃、管理を行ない安心で安全

な「水」が飲める環境にしなければなりません。 

一般住宅の場合は、1人当り２～３ℓ／日の「水」

を1週間以上（10日以上）確保されると少しは安

心して行政の動きを待つ、みる事が出来、又携帯

ラジオもあるとその状況が多少でも知る事が出

来、安心する事も可能でしょう。とにかく身近で

出来る備えはするべきでしょう。使用した風呂水

を捨てないで災害時、トイレ等の洗浄に使用する

等したらよいと思います。隣近所も含め、地域で

助け合う事も必要になるかと想像します。人の事

はかまっている状況ではないかも知れませんが、

復旧した後の事も考えた「そなえ」が必要と思い

ます。参考迄！ 

「水」があれば生きていけます。「命」を守れま

す。 缶詰や乾パン等も備えておいたらよいので

はと思います。“人間力””政治力”そして“行

動力”で補うべきと強く念じます。 


